
国際資源循環の事例
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容リ協の引取量減少容リ協の引取量減少容リ協の引取量減少容リ協の引取量減少容リ協 引取量減少容 協 減少容リ協 引取量減少容 協 減少

中継地点と中継地点と
しての香港しての香港
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再生繊維製品製造再生繊維製品製造再生繊維製品製造再生繊維製品製造 ボトル再生技術衰退ボトル再生技術衰退ボトル再生技術衰退ボトル再生技術衰退
の役割増大の役割増大

※（環境省注）：容器包装リサイクル法の改正により、容リ協の引取量は今後上昇に転じる見込み。


